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転がり軸受状態監視用潤滑油センサ

潤滑油センサの設計と機能

　転がり軸受の潤滑油の状態を確認する
方法として、光学的赤外線反射が理想的で
あることが明らかになっています。センサヘ
ッドは潤滑油に浸っています。それに加え
て、並行して経年劣化し、同じ温度にさらさ
れますが、潤滑油とまったく接触しない基準
システムが存在します。測定信号をこの基
準システムと比較します。信号の浸入深さ
は、潤滑油が位置するサファイアガラスの
表面から、潤滑油の中に数ミリメートル入っ
たところまでの間です。最適な測定点はア
プリケーションによって異なります。これに
関連して、特定のアプリケーションにおける
センサの位置を正確に指定することができ
るSchaeffler Groupのアプリケーションエン
ジニアのノウハウを利用することが推奨さ
れます。実証段階において、潤滑油内の個
々の混入物質が信号に与える影響を決定す
るために正確な解析を実施しました。この
センサを使用すると、潤滑油の不透明度、
劣化（機械的、熱的）、含水量、および温度に
関する4つのパラメータを決定することが
可能です。

従来の方法の欠点

多くの軸受破損は潤滑油の劣化に起因し
ている可能性があります。現在、振動解析な
どの状態監視を用いて機械の異常を初期
段階で検出することが可能であり、ひいて
は保守手段を正確に計画することが可能
で、それによって軸受や変速機部品の二次
破損を防止することができます。この方法
の欠点は、機械内に破損がすでに存在して
いないと信号を検出できないことです。新
たに開発した潤滑油センサと関連電子評
価システムを使用することにより、転がり軸
受の破損が発生するよりかなり前に潤滑油
の状態の変化を検出することが可能になり
ます。つまり、再潤滑または潤滑油の交換
を行う必要がある潤滑油の状態をユーザ
が決定できるようになり、それによって潤滑
油交換の正確な計画が可能になります。こ
の新しい潤滑油センサにより、再潤滑は時
間ベースから必要性ベースに変わります。
潤滑油センサは、Schaeffler Technologies
社、Freudenberg Sealing Technologies社、
およびKlüber Lubrication München社がフ
ラウンホーファーENAS（エレクトロ・ナノシ
ステム研究所）と連携して取り組んでいる共
同プロジェクトです。
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